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就職・採用活動時期の変更に関する調査（大学） 

【概要版】 
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調査の概要 

（１） 調査の目的 

  学生の就職・採用活動の早期化・長期化の是正については、国公私立の大

学、短期大学及び高等専門学校（以下「大学等」という。）で構成する就職問

題懇談会（事務局：文部科学省）において大学等関係団体の総意として経済

団体に対し要請を行ってきたところであるが、政府からの要請も踏まえ、平

成２８年度卒業・修了予定者から、広報活動の開始時期は卒業・修了前年度

３月、採用選考活動の開始時期は卒業・修了年度の８月に変更（後ろ倒し）

された。 

これを受け、就職・採用活動時期の変更（後ろ倒し）に係る学生の就職・採

用活動の現状・実態を把握することを目的とし、本調査を実施する。 

 

（２） 調査主体 

 就職問題懇談会（事務局：文部科学省） 

 

（３） 調査実施方法 

 対象：国公私立大学、短期大学（１，１３６校）及び当該大学所属学生 

    ※学生については各大学の学生の構成を考慮して、平成２８年３月卒

業・修了予定の学生数の１％にあたる数の就職希望者を抽出。 

 方法：調査票の送付 

   （学生に対する調査項目は各大学においてとりまとめ、調査票に記入。） 

期間：平成２７年１０月１６日（金）～１１月１０月（火） 

   ※１０月１日現在の状況を回答。 

 

（４） 有効回答件数 

発送数１，１３６件、大学（有効回答数７７０件、回答率６７．８％） 

学生（有効回答数７，９７５件） 
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就職・採用活動時期の変更について 

 

＜就職・採用活動時期変更の趣旨を知っているか＞ 

 
 
 

  

＜就職・採用活動時期に関する周知＞ 

 
   

 
 

 
  

99.0%

0.4%
0.6%

就職・採用活動時期変更の趣旨を知っているか。

はい

いいえ

無回答

n=770

34.5%

64.0%

1.4%

就職・採用活動時期に関する周知をしたか

はい

いいえ

無回答

n=770

就職・採用活動時期の変更の趣旨について知っているか聞いたところ、９９．０％の

大学が「はい」（知っている）と回答。 

一方で、就職問題懇談会の「大学等卒業・修了予定者の就職・採用活動時期変更に係る企

業等への要請に関する申合せ（平成２７年２月２５日）」を学内で企業説明会等を実施す

る企業等に対して直接手交するなどして周知した大学は３４．５％であった。 
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学生の就職活動について 

 

＜就職・採用活動時期の変更による学事等への効果＞ 

   
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

3.4

2.6 

24.1

17.4 

57.0

60.9 

8.9

8.6 

1.9

3.1 

4.5

7.1 

0.2

0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

文系

理系

就職活動に影響されず後期試験に取り組めた

大いにそう思う

大体そう思う

前年度と変わりない

あまりそう思わない

全くそう思わない

わからない

無回答

1.4 

0.6 

17.6 

16.9 

69.2 

68.0 

5.9 

4.9 

1.3 

3.1 

4.3 

6.3 

0.3 

0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

文系

理系

職業教育に時間を確保できた

大いにそう思う

大体そう思う

前年度と変わりない

あまりそう思わない

全くそう思わない

わからない

無回答

【大学の回答】 

就職・採用活動時期の変更による学事等への効果を聞いたところ、以下の項目で「大 

いにそう思う」「大体そう思う」と回答した割合が高かった。 

○ 卒業・修了前年度において、学生は就職活動に影響されず後期試験に取り組むことが

できた。（文系：２７．５％、理系：２０．０％） 

○ 卒業・修了前年度において、学生はインターンシップを中心とした職業教育に時間を

確保できた。（文系：１９．０％、理系：１７．５％） 

○ 卒業・修了前年度において、学生は将来の進路・職業選択にあたり就職活動等の準備

ができた。（文系：２０．１％、理系：１４．５％） 

（文系）n=626（理系）n=350 
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1.1 

1.1 

19.0 

13.4 

62.5 

70.6 

13.1 

7.1 

1.8 

4.0 

2.4 

3.7 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

文系

理系

将来の進路・職業選択にあたり就職活動等の準備ができた

大いにそう思う

大体そう思う

前年度と変わりない

あまりそう思わない

全くそう思わない

わからない

無回答

13.4 

9.6 

10.4 

31.1 

31.6 

41.6 

23.0 

21.0 

24.3 

16.4 

12.0 

9.7 

13.6 

21.7 

10.1 

2.5 

4.2 

3.9 

0% 50% 100%

就職活動に影響されず

に後期試験に取り組む

ことができた

職業教育に取り組む時

間を確保できた

将来の進路・職業選択

にあたり就職活動の準

備ができた

大いにそう思

う

大体そう思う

あまりそう思

わない

全くそう思わ

ない

わからない

無回答

【学生の回答】 

 就職・採用活動時期の変更による学事等への効果を聞いたところ、以下の項目で「大 

いにそう思う」「大体そう思う」と回答した割合が高かった。 

○ 卒業・修了前年度において、就職活動に影響されず後期試験に取り組むことができた。

（４４．５％） 

○ 卒業・修了前年度において、インターンシップを中心とした職業教育に時間を確保で

きた。（４１．２％） 

○ 卒業・修了前年度において、将来の進路・職業選択にあたり就職活動等の準備ができ

た。（５２．０％） 

n=7,975 
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＜就職・採用活動時期の変更による学事等への影響＞ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（文系）n=626（理系）n=350 

 

 

 

 

 

 

 

36.3 

34.9 

39.1 

26.3 

17.6 

30.3 

4.3 

2.6 

1.1 

2.3 

1.4 

3.7 

0.2 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

文系

理系

実質的な採用選考活動を早期に開始する企業があったため、

学生の就職活動に混乱が生じた

大いにそう思う

大体そう思う

前年度と変わりない

あまりそう思わない

全くそう思わない

わからない

無回答

【大学の回答】 

 就職・採用活動時期の変更による学事等への影響を聞いたところ、以下の項目で「大 

いにそう思う」「大体そう思う」と回答した割合が高かった。 

○ 就職・採用選考開始時期を遵守する企業と実質的な採用選考活動を早期に開始す

る企業があったため、学生の就職活動に混乱が生じた。 

（文系：７５．４％、理系：６１．２％） 

○ 就職・採用選考開始時期を遵守せず、早期に採用選考活動を開始して学生に選考

結果を通知する企業がある影響で早々に就職活動を終了する学生がいた。（文系：

３１．８％、理系：３０．０％） 

○ 卒業・修了年度に入ってから就職活動が活発化するため、卒業論文・修士論文、

卒業研究・修了研究を阻害する影響が増えた。 

（文系：２３．５％、理系：３７．１％） 
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（文系）n=626（理系）n=350 

 

 

 

 

 
 

6.9 

7.1 

24.9 

22.9 

36.1 

42.6 

23.8 

17.1 

5.0 

4.9 

3.4 

5.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

文系

理系

早々に就職活動を終了する学生がいた

大いにそう思う

大体そう思う

前年度と変わりない

あまりそう思わない

全くそう思わない

わからない

9.3 

19.4 

14.2 

17.7 

58.1 

48.6 

7.8 

2.9 

1.8 

2.3 

8.3 

8.3 

0.5 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

文系

理系

卒業論文・修士論文、卒業研究・修了研究を阻害する影響が

増えた

大いにそう思う

大体そう思う

前年度と変わりない

あまりそう思わない

全くそう思わない

わからない

無回答
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46.0 

40.7 

31.2 

24.0 

29.1 

15.1 

12.7 

12.3 

27.1 

3.8 

3.8 

6.4 

10.6 

11.1 

16.7 

2.9 

3.1 

3.5 

0% 50% 100%

就職活動に混乱が生じている

早々に就職活動を終了する学生

がいる

卒業論文・修士論文、卒業研

究・修了研究を阻害する影響が

増えた

大いにそ

う思う

大体そう

思う

あまりそ

う思わな

い

全くそう

思わない

わからな

い

無回答

【学生の回答】 

就職・採用活動時期の変更による学事等への効果を聞いたところ、以下の項目で「大 

いにそう思う」「大体そう思う」と回答した割合が高かった。 

○ 就職・採用選考開始時期を遵守する企業と実質的な採用選考活動を早期に開始す

る企業があったため、就職活動に混乱が生じた。（７０．０％） 

○ 就職・採用選考開始時期を遵守せず、早期に採用選考活動を開始して学生に選考

結果を通知する企業がある影響で早々に就職活動を終了する学生がいた。 

（６９．８％） 

○ 卒業・修了年度に入ってから就職活動が活発化するため、卒業論文・修士論文、

卒業研究・修了研究を阻害する影響が増えた。（４６．３％） 

n＝7,975 
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就職・採用活動時期について 

 
＜企業の広報活動開始時期＞ 

 
 
 

 
 
 
 
 

 

1.9

0.5

1.3

1.6

8.3

7.9

6.1

62.1

8.2

2.1

0 10 20 30 40 50 60 70

平成26年 8月以前

平成26年 9月

平成26年10月

平成26年11月

平成26年12月

平成27年 1月

平成27年 2月

平成27年 3月

平成27年 4月以降

無回答

広報活動開始時期

10.6
2.9

4.0
3.7

10.1
6.7

10.8
29.5

18.7
3.0

0 5 10 15 20 25 30 35

平成26年 8月以前

平成26年 9月

平成26年10月

平成26年11月

平成26年12月

平成27年 1月

平成27年 2月

平成27年 3月

平成27年 4月以降

無回答

企業の採用情報入手開始時期 (％)
n=7,975

【大学の回答】 

○平成２７年度の広報活動開始時期については「平成２７年３月」が６２．１％と最も

多く、７０．３％の企業が平成２７年３月以降に広報活動を開始した。 

【学生の回答】 

○学生が平成２７年度の企業の採用情報の入手を開始した時期については「平成２７年

３月」が２９．５％と最も多く、続いて「平成２７年４月以降」（１８．７％）、「平

成２７年２月」（１０．８％）であった。 

n＝770 
（％） 
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＜企業の採用選考活動開始時期＞ 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

0.8
0.6

1.3
1.7
1.8

19.0
37.4

15.2
10.1

3.1
7.0

1.9

0 5 10 15 20 25 30 35 40

平成26年10月以前
平成26年11月
平成26年12月
平成27年 1月
平成27年 2月
平成27年 3月
平成27年 4月
平成27年 5月
平成27年 6月
平成27年 7月

平成27年 8月以降
無回答

2.1
0.7

1.3
2.0

4.5
18.4

22.6
13.9

9.0
6.9

14.1
4.5

0 5 10 15 20 25

平成26年10月以前

平成26年11月

平成26年12月

平成27年1 月

平成27年2 月

平成27年3 月

平成27年4 月

平成27年5 月

平成27年6 月

平成27年7 月

平成27年8 月以降

無回答

企業の採用面接開始時期 (%)n=7,975

【大学の回答】 

○平成２７年度の採用選考活動開始時期については「平成２７年４月」から開始した企

業が３７．４％と最も高く９１．０％の企業が８月より前に採用選考活動を開始して

いた。 

【学生の回答】 

〇学生が企業の採用面接を受け始めた時期については「平成２７年４月」が２２．６％

と最も多く、続いて「平成２７年３月」（１８．４％）、「平成２８年８月以降」（１４．

１％）であった。 

採用選考活動開始時期 （％） 
n＝770 
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＜内々定を得た時期＞ 

 
 

 

 

 

 

 

 

2.8

9.1

14.9

18.1

14.3

19.5

11.3

7.8

2.1

0 5 10 15 20 25

平成27年3月以前

平成27年4 月

平成27年5 月

平成27年6 月

平成27年7 月

平成27年8 月

平成27年9 月

平成27年10月

無回答

最初の内々定を得た時期 (%)n=6,633

0.8

2.8

5.9

10.6

12.0

29.9

14.5

8.5

14.9

0 5 10 15 20 25 30 35

平成27年3月以前

平成27年4 月

平成27年5 月

平成27年6 月

平成27年7 月

平成27年8 月

平成27年9 月

平成27年10月

無回答

志望度の最も高い企業の内々定を得た時期 (%)
n=6,633

【学生の回答】 

〇最初の内々定を得た時期については「平成２７年８月」が１９．５％と最も多く、続

いて「平成２７年６月」（１８．１％）、「平成２７年５月」（１４．９％）であった。 

〇志望度の最も高い企業の内々定を得た時期は「平成２７年８月」が２９．９％と最も

多く、続いて「平成２７年９月」（１４．５％）、「平成２７年７月」（１２．０％）で

あった。 
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学業への影響について 

 

＜就職活動が原因で最も学業に専念しにくかった時期＞ 

 

 

 

 
 
 
 

 
 

 

29.6 28.9 22.6 10.0 5.3 

3.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
就職活動の影響で学業に専念しにくかったことがある。

大いにそう思う

大体そう思う

あまりそう思わ

ない
全くそう思わな

い
わからない

無回答

3.3

5.8

14.0

43.3

53.7

52.2

42.8

25.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

平成26年の年内

平成27年1 月～2 月

平成27年3 月

平成27年4 月

平成27年5 月

平成27年6 月

平成27年7 月

平成27年8 月～9 月

【学生の回答】 

〇就職活動の影響で学業に専念しにくかったことはあるか聞いたところ、「大いにそう思

う」「大体そう思う」と回答した学生は５８．５％と最も多かった。 

〇就職活動が原因で最も学業に専念しにくかった時期については、「平成２７年５月」が

最も多く５３．７％、続いて「平成２７年６月」（５２．２％）、「平成２７年４月」（４

３．３％）であった。 

（％） 
ｎ=4,664 

最も学業に専念しにくかった時期（あてはまるもの全て） 

n=7,975  
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企業における学業成果（成績）の評価について 
 
＜成績証明書等の活用状況＞ 

 
 
 
 
 
 

 

12.5%

25.6%

35.3%

19.0%

2.2%

5.3%
全ての企業から求められた

概ね求められた

求められることもある

求められたことはない

選考は始まっていない

無回答

2.4%

7.7%

29.5%

51.2%

3.4%
5.8%

成績証明書を活用して質問されたか

全ての企業から質問された

概ね質問された

質問されたこともある

質問されたことはない

面接は始まっていない

無回答

【学生の回答】 

〇成績証明書等の提出を「全ての企業から求められた」、「概ね求められた」と回答した

割合は３８．１％であった。 

〇成績証明書を活用した質問は、「質問されたことはない」が５１．２％と最も多かっ

た。 

成績証明書の提出が求められたか 
ｎ=7,975 

ｎ=7,975 
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学生に対するハラスメント的な行為について 

 
＜ハラスメント的行為についての大学への相談の有無＞ 

 

 
 

 
＜ハラスメント的行為を受けたことがあるか＞ 

 
 

 

 

40.1%

57.7%

2.2%
ハラスメント的行為についての相談の有無

ある

ない

無回答

11.8%

83.8%

4.4%

ハラスメント的な行為を受けたことがある

ある

ない

無回答

【大学の回答】 

〇ハラスメント的行為について大学への相談の有無を聞いたところ、４０．１％が「あ

る」と回答した。 

【学生の回答】 

〇ハラスメント的行為を受けたことがあるか聞いたところ、１１．８％が「ある」と回

答した。 

ｎ＝7975 

ｎ＝770 


